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1  は  し  め  に

ソバ植物体には種実同様,毛細血管強化作用を有するル
チンが含まれている。これまでソバの利用部位は,ほ とん
ど種実に限られていたが,近年,芽物野菜 (ス プラウト)
の対象作物としてツバが注目され,商品化の例が増えてお
り,消費者が利用する場面も増えている。しかし,こ れま
でにソバ植物体の抗酸化物質の検索は行われていないこと

から,生育期間内の植物体抽出物の抗酸化活性の変動を調
査し,その結果をもとに,抗酸化物質の検索を行った。

2試 験 方 法

ソバ植物体の抗酸化能の変動の調査には,階上早生及び
信濃 1号の 2品種を1999年 (平成11年)8月 ,東北農業研
究センター圃場に播種し,発芽後43日 目まで計 9回収穫 し
たサンプル (地上部)を使用した。抗酸化物質の単離には

,

平成12年 8月 に播種した,発芽後 4日 目の岩手在来種の植
物体を供試した。

発芽後の収穫物は50℃で通風乾燥後粉砕,メ タノールで

還流加熱抽出し,減圧下で濃縮 した。ポリフェノール量は
Folin Denis法 で測定し,抗酸化活性はDPPH(1,l dip
heny1 2 picrylhydrazyl)ラ ジカル消去活性で評価した。
ボリフェノールの分析はHPLCに より行った。
抗酸化物質の単離では,上記と同様に粗抽出物を調製し,
SephadexLH 20カ ラムクロマトグラフィーによる分画に
引き続き,抗酸化活性を有する主要 フラクションか ら
HPLCに より主要ビークを単離した。単離した化合物は,
NMR(核磁気共鳴装置),MS(質量分析装置)に より同
定した。各生育ステージ植物体抽出物の単離化合物の定量
は,HPLCで行った。

3 試験結果及び考察

(1)発芽後のソバ植物体抽出物のポリフェノール量及び
抗酸化能の変動

ンバ抽出物のポリフェノール量及び抗酸化能は2品種と
も同様の変動傾向を示した。すなわち,ポ リフェノール含
量は発芽直後が最も高く,15日 目まで減少し,そ の後開花
初期の23日 目まで増加した (図 1)。 DPPHラ ジカル消去
活性は,発芽後23日 目が階上早生では発芽直後と同等,信
濃 1号ではわずかに高かった (図 2)。
9)発芽後ソバ植物体抽出物のポリフェノール組成変化
ソバ植物体抽出物のHPLCク ロマトグラム (350nm)
を図 3に示す。発芽後 1日 日には5つ の主要ピーク (化合
物 1-5)が認められたが,生育が進むにつれピーク数は
減少し,発芽後19日 目には主要ピークは化合物5のみになっ
た。電気化学検出器 (+300m V)で は化合物 1, 2, 5
のビークが認められ,こ れら化合物はラジカル消去活性を

有することが示された。化合物 3,4,5については, こ
れまでにソバ種子から単離 した化合物との,HPLCク ロ
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図 1 発芽後のソバ植物体抽出物のポリフェノール含量の
変化

○ :信濃 1号,● :階上早生
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図2 発芽後のソバ植物体抽出物の DPPHラ ジカル消去
活性の変化
○ :信濃 1号,● :階上早生

マトデータ及び吸収スペクトルの比較から,それぞれフラ
ボノイドのビテキシン,イ ツビテ■シン,ルチンと同定 し
た。

3)化合物 1,2の同定
単離した化合物 1,2は lH及 びBC NMR(表 1)に
より構造解析した。これらのデータから化合物 1,2の ア
グリコンはいずれもルテオリンであり,さ らにグルコース

残基を含むことが示された。化合物 2は COLOC測 定に
よリグルコースのアノメリックプロトン (Hl)と ルテォ
リン骨格のC6及びC5と の間に,それぞれ'J及 び3」連
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の変化図 3 ソバ植物体抽出物 HPLCク ロマトグラム (350nm)

表 1 化合物 1,2及びルテオリンの°C NMRデ ー
タ

結が認められたことから,グルコースの結合位置はC6で
あることが判明した。化合物 1では COLOC測 定による
交差信号は認められなかったが,Gグ リコンド結合したフ
ラボノイド骨格のカーボンのケミカルシフトは,10ppm
低磁場側にシフトすることが報告されており

1), これを化

合物 2について検証すると,C6の ケミカルシフトがルテ
オリンよりも10 1ppm大 きな値となっており,文献での
記載と一致した。そこで,化合物 1の

BC NMRス ペクト
ルをルテオリンと比較すると,C8の ケミカルシフトのみ
10 7ppm大 きくなっており,その他のカーボンには大きな

変化は認められなかった。このことから,化合物 1の グル
コースの結合位置はC8であることが判明した。以上のこ
とから,化合物 1はオリエンチン (ルテオリン_8-σグル
コンド),化合物 2はイツオリエンチン (ル テオリンー6_G
グルコンド)と同定した (図 4)。
に)発芽後のソバ植物体フラボノイド化合物含量の変化
ツバ (階上早生)植物体の各フラボノイド化合物の含量
を図 5に示す。発芽後 1日 目のソバ幼植物では,Gグ リコ
ンルフラボノイド化合物はルチンと同程度以上含有されて
いた。しかし,こ れらは生育が進むにつれ急速に減少 し,
逆にルチン含量は急速に増加した。この結果,子葉の消失
と共に,植物体の主要フラボノイドはルチンのみとなった。

イヒ合働1:Rl‐ グルコース R2‐ H;オ リエンチン
化合物2 1 Rl‐H R2…グルコース :オ リエンテン

図4 化合物 1,2の構造
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図5 ソバ (階上早生)植物体の各フラボノイド化合物量
の変化

4 ま  と  め

ソバ幼植物のポリフェノール量及び抗酸化能は高く,こ
の時期にはルチンに加え,殻に含まれていることが明らか
になっているビテ■シン,イ ソビテキンン,ラ ジカル消去

物質であるオリエンチン,イ ツオリエンチン,と いったフ

ラボノイド化合物が,多量に含まれていた。ソバ幼植物は
ポリフェノール,特にフラボノイドの供給源として,有用
な機能性食品素材であることが示された。
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